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野生動物の対策について
村内の野生動物に関する情報をお知らせいたします。　　　　　　　　　問　林業振興室　☎　56-2174

こちら駐在所です 問　占冠駐在所　☎　56-2110　

生涯学習の 窓 教育・文化・スポーツの
ホットな情報をお届けします。

　お気づきの方も多いと思いますが、この春は例年
に比べ、農地に現れるシカの数が多くなっています。
生息数は不明ですが、夜間の目視調査では400頭以
上を数え、指標値は例年の倍近くです（下図）。前
の冬が穏やかで、死亡数が少なかったのでしょうか。
域外からの流入や、林内の餌資源の費消が進んだた
めなど、背景はいろいろ考えられます。なお、林内
の樹皮剥ぎは前々冬より少なかったようです。

安全に運動・スポーツを楽しみましょう

 体力や技術の過信は遭難のもとです。
　山の雪解けが進み、野山が緑に包まれる時期になると、登山やハイキング等で山に出かける人が多くな
ります。しかし、山や自然の中は、日常生活では想定できない危険に満ちているため、低山でも安易に登
ると遭難する危険があります。
　安全で楽しい登山をするために、次の点に注意しましょう。
１　登山は十分な装備とゆとりある計画を立て、自分の体力や技量にあった山を選びましょう。
２　登山計画書は命をつなぐザイルです。
　　家族や職場のほか、最寄りの警察署や交番・駐在所にも提出しましょう。
３　山の天気は変わりやすいので入山前に天気予報、山岳情報を確認しましょう。
４　経験豊富なリーダーのもと、複数による入山を心がけ、できるだけ単独での登山は控えましょう。
５　ヒグマとの遭遇を避けるため、ヒグマ出没情報の有無を確認し、人の存在を知らせるため音を出しな
がら歩きましょう。

６　万一の遭難に備え、携帯電話等の通信手段を携行しましょう。

　自粛自粛で体がなまってしまっている方、多いと思います。
　“三密” を避ければ、屋外での運動は健康にとっても大変良いことです。
　運動不足（身体的不活動）は健康に害を及ぼします。以下の点に注意しながら時には外に出て体を動
かしましょう！

　４月以降、５月上旬現在まで、残念ながら１頭も
捕獲できていません。生息情報のご提供、捕獲への
ご参加もお待ちしております。

ステイホームで英会話
　学校の臨時休業中の措置として、無料のWEB会議サー
ビスであるZoomを使って村内の小中学生の希望者を対象
にオンライン英会話教室を実施しました。４月下旬からの
約１か月間、小中学生の約半数が自宅でスマホやタブレッ
ト、パソコンなどを使って、授業を受けました。
　普段の対面の英会話ではなく遠隔授業のため、できるこ
とは限られていますが、ベンジャミン先生のユーモアと工
夫に富んだ授業内容で子どもたちからは大変好評でした。
　今後もコロナウイルスの影響で学校の臨時休業となった
場合などには、子どもたちを対象にオンライン英会話教室
を開講します。

　また、現在休止中の通常の英会話教室の再開についても、今後の情勢を見て再開のお知らせをい
たします。お申込みいただいた方はもう少々お待ちください。

【運動中に注意すること】
○三つの密（密閉・密集・密接）をできるだ
け避ける。例えば、ジョギングやランニン
グは相手との距離を開ける。マスクや布で
口と鼻を覆う。

【運動後に注意すること】
○手洗いやうがいをする。
○外から帰ったらすぐに服を着替える（脱い
だ服はすぐに洗濯する）。

○体温が平熱かどうか。
○発熱やせき、のどの痛みなどの風邪の症状
がないか。
○味覚や嗅覚に違和感がないか。
○手洗いやうがいをする（運動の前後に行い
ましょう）。

【運動前に注意すること】

　４月上旬からシカ頻出の傾向が見られたことか
ら、村は捕獲の努力を強めていましたが、ニニウで
は根菜圃場に大きな被害を生じてしまいました。ま
た、新型コロナウイルスの影響により外食産業が停
滞した結果、シカ肉が出荷されず、捕獲後の個体処

理にも影響が出ています。そのような中でも関係者
の努力により、例年より多い数のシカを捕獲しつつ、
すべて施設処理して資源化する体制が維持されてい
ます。
　今後、村内で家庭向けのシカ肉の流通体系を模索
しながら、引き続き捕獲を推進し、当面、デントコ
ーンの被害期までに、農地のシカに出来るだけの打
撃を加えるべく、努めてまいります。
　シカ駆除従事者の今期編成は以下の通りです。安
全を第一に実施してまいります。
高橋勝美さん、小尾雅彦さん、鈴木雅士さん、
黒井宏諭さん、中島辰男さん、有光良次さん、
髙橋武志さん、遠藤　守さん、本田光司さん、
横出純治さん、浦田　剛（林業振興室）

牧草を食べるヒグマ
（双珠別 ５月）
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　５月上旬現在に至っても、村内
では例年より出現が少ない状況が
続いています。それでも散発的に
目撃や痕跡がありますので、引き
続き事故防止のためのご配慮をお
願いいたします。遭遇の回避だけ
でなく、食品や食品ゴミの管理にもご注意ください。
　広報の折込み資料にて、最新の情報をご確認くだ
さい。
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